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５）Daniel Maier-Katkin, Stranger From Abroad, New York, 2010.
６）但し、1963年に成立したこの二つの書は、精神の生活、狭義には判断力という精神力を晩年のアー
レントが考察する重要な足がかりになったという点で共通点をもつ。イエルサレムに於いてアイヒマ
ン裁判を実見したアーレントは、アイヒマンの思考の欠如に衝撃を受け、道徳生活の考察から「精
神の生活」へと進むことになる。『革命について』においてアーレントが提起しかなりの程度同書の
内部で解答が与えられていた問題は、『精神の生活』第Ⅱ巻の末尾「自由の深淵と“時代の新秩序”
novus ordo seclorum」において本稿で触れるアポリアを取り上げ『革命について』の議論を意志の
自由という文脈で再現している。
７）『革命について』のアポリアに着目した議論として石田雅樹（2009）に注目することは有益である。
あわせて、同書において論じられたアーレントの特に晩年に展開されようとしていた判断力論につい
てその政治理論的意義についての疑念は刺激的な論点提示であると思われる。
８）これらに第三のアポリアを加えることが可能である。それは創設行為は「活動」の性質を持つもの
なのか「仕事」なのかという疑問である。
９）ハーバーマス（1984）320頁
10）アーレントは、シェイズの反乱を聞いたジェファーソンの言葉を引用している。「自由の木は時々
愛国者と暴君の血で蘇らせなければならぬ。」アーレントはジェファーソンの強調点がシェイズの反
乱の暴力性よりむしろ人民が直接行動に加わった点に意義を認めていたと理解したのである。アレン
ト（1963，1975）236頁，377頁
11）ガダマー（2007）15-16頁
12）モンテスキュー（1989）上70頁
− 101 −
ハンナ・アーレントと立憲主義
13）川出（1996）166-167頁
14）また、レイモン・アロンは『社会学的思考の流れ』の中で以下のように述べている。
　　「要約すれば、一般精神の理論は政治の社会学から社会という実体の社会学へと連なるということ
である。実際、国民の一般精神はモンテスキューの政府に関する「原理」と密接な関係をもってい
る。その原理とは政治体制を支える心情であり、その心情は制度に体現される国民の生活様式に密接
な関係をもっている。したがって、私はモンテスキューが国民の一般精神と呼んだものは、アメリカ
の人類学者たちが国民の「文化」と称しているもの、すなわち生活や人間関係のある様式のことであ
る、と考えたい。それは原因というよりもむしろ結果−すなわち長い年月をこえてその国民に作用
し、その集団性を形づくってきた、物理的ならびに精神的な影響の全体の結果、と考えるべきもので
ある。」これは、Ｍ. ウエーバーのエートス論に連なるものであると考えられる。
15）川出（1996）167頁
16）『人間の条件』における活動のアポリアとは、不可予測性、不可逆性などであったがそれらはそれ
自体活動の一種である「約束」、「赦し」によって解決できるとされていた。
17）アーレントはアリストテレスの「始まり」論には言及していないが、『形而上学』の記述を見てみ
よう。『形而上学』第五巻の中でアルケーは次のように定義されている。①事物が運動を始まる出発
点②物事を行う際によく成し遂げるために端緒とすべき出発点（例えば、学びやすいところから学習
するなど）③そこから物事が生成し且つ生成した事物になお内在している「それ」（例えば舟ならば
竜骨、動物ならば心臓のような）④その事物の外側にあってその事物の生成と変転がそこから始まる
「それ」⑤ある者の意志によって動かされる時「その者」のこと（例えば都市国家の統治）⑥対象物
がそれから第一に認識される「それ」（例えば論証の際の前提など）
　　「原理」の議論系としては、折りたたまれた目的論、カントの「目的無き合目的性」ヘーゲル「理
性の狡知」などがさらに扱われるべきであろう。
18）アーレント（1994）下258頁
19）アレント（1975）340頁
20）Dolf Sternberger（1907～1989）については独立した研究があってしかるべきであろう。憲法愛国
主義の理念とあわせて戦後間もなくの西ドイツにあってカール・ヤスパースなどと共同でWandlung
（転成）という評論雑誌を創刊したことなど文化活動者としての意義は小さくない。
21）1944年７月ドイツ国防軍シュタウフェンベルク大佐らによって行われたヒットラー暗殺未遂事件の
共謀者たちをいう。 
22）奥平康弘（2003）特に「世代を超えた『共同作業』としての憲法」を参照。
キーワード：アーレント　立憲主義　憲法愛国主義　シュテルンベルガー
（murai Hiroshi）
